
２００８年１１月９日 主日礼拝   ≪誕生祝福式・洗礼式≫  
 

司  会            ①梅津兄                                                           ②土屋英兄                                                 ③岡野保兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①水間兄                       ②川田兄          

 

賛  美    聖歌５２２番    （愛と賛美・み父にささげ）                                                                   

                                                  

主の祈り 

             聖  書            ②                                            創世記３章８～１９節 

                                                                                  ①③ マタイによる福音書２８章１６～２０節 
 

  

音  楽                                                       ベー・チェチョル氏 （青森ラブソナタＤＶＤ） 

                                                                                                                                                                                                                                                 

メッセージ             ②                 ｢あなたをさがして②｣ 柴田順一副牧師 

       ①③ ｢Ｃｈａｎｇｅ！(変革されよう！)｣        大川従道牧師 
       

賛  美    「明日はどんな日か」（献金） 

頌  栄    「わが魂いざたたえよ」（４８０） 

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとうございます。 ①大久保正弘兄（モーセ会） 

  ②佐々木唯姉（青年会） ③山本美好姉（青年会） 

・ 本日､入門Ⅱ､SS 主任､ＹＹタイム（森チャペル・１２：３０）等あり。 

・ Ｊ．ＰＬＵＳは、２時から。本日はセミナーデイ。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！聖餐式あり。水曜夜７時半と木曜朝１０時半。大川師。 

・ 福音礼拝は火曜昼２時～３時。説教は山本伝道師。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は久保田神学生。 

・ 英語礼拝は､土曜夜６時５０分。説教は、オカムラ宣教師。 

・ 土曜スクールは９時１５分～１１時。森チャペルにて。 

・ 大和市クリーンキャンペーンとお掃除。土曜朝１１時、１階ロビー集合。ご一緒に！ 

・ ご婚約おめでとうございます。小林謙二様と塩澤晶子様。第三礼拝後。 

・ 「ブルーグラスコンサート」は来週１６日(日)２時。入場無料。おさそい合わせてお越し下さい。  
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石の枕  

 
 大川牧師３１歳のときの週報 
 
 先週は人生と教会との関係を、土地と水との関係にたとえてみた。第一 
は「砂漠タイプ」で、教会生活を通して何の潤いも与えられないケースを 
考えた。第二は「湿地帯タイプ」で、家族的であるということが個々の主 
体性までも損うのではいけない。そのことが教会形成の拡大にマイナスで 
あってはいけないことを反省した。 
 第三は「地下水タイプ」である。教会員同志の交わりが平素は淡々とし 
ているが、「いざ」という時には、地下水が噴出するかのような交わりが 
出来「親、兄弟も及ばない」ほどの真実さが表われる関係である。 
 このような噴出が可能であるためには、いつも祈りによる兄弟姉妹とし 
ての意識連帯感が地下に潜在している必要がある。平素お互いに祈り合って 
いないと、いざという時に水は出ないし、もし出たとしても世の香り、肉 
の臭いのする水が吹き出し､第一や第二のタイプよりも鼻持ちならなくなる。 
 このような地下水的あり方が具体化するためには、二つのことが注意さ 
れねばならない。第一は、教会員同志が友の問題のあり方について敏感で 
あること、クリスチャンには悪意はないが、「うっかり屋」が多いのでは 
あるまいか。友に「いざ」という時が来ているのに、うっかりしているこ 
とはないだろうか、しかし、「うっかり」もこの種のものになると、悪意 
に近い結果となるから、きびしく反省されねばならない。 
 第二の点は、問題をもっている当人の方で遠慮なくそのことを友に訴え 
ることである。万一、友が敏感さを欠いていて、水の方から噴出してくれ 
ない場合にも､当人の方が率直に問題の発生を訴えて､地面を掘るだけの 
信頼と勇気とをもたねばならない。そうでないと「水臭く」なる。この信 
頼と率直さと勇気とは、クリスチャンにふさわしいものである。一言にし 
ていえば、善意である。訴えれば必ず受けとめてもらえるという善意であ 
る。平常時の淡い交わりを全部だと思い込んで、「いざ」という時にも似 
たようなことだろうと決めてかかり、問題を持ち込もうとしないのは信仰 
の友への信頼が欠けているといわれても致し方なかろう。 
 “兄弟よりもたのもしい友もある”（箴言１８の２４） 
 
☆ご結婚された倉知師夫人（めぐみさん）を、心から歓迎しましょう！！ 

 

 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：ヘブル６章～１１章  B コース：エレミヤ書５１章～エゼキエル書１２章 


